
20歳の抱負に「恩返し」を掲げる新成人（関連記事２～５、14㌻）
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家族・恩師・地域
の人々

そして、ともに歩
んできた仲間に

感謝 !!
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平成30年御前崎市成人式
気持ちを新たに歩みを進める

平
成
30
年
御
前
崎
市
成
人
式
が
１

月
７
日
、
市
民
会
館
で
開
か
れ
ま
し

た
。
成
人
を
迎
え
た
３
３
９
人
の
う

ち
２
５
１
人
が
出
席
し
ま
し
た
。
雲

一
つ
な
い
す
っ
き
り
と
し
た
青
空
の

下
、
華
や
か
な
晴
れ
着
や
ス
ー
ツ
に

身
を
包
ん
だ
新
成
人
ら
は
、
懐
か
し

い
旧
友
や
恩
師
と
の
話
に
花
を
咲
か

せ
、
す
て
き
な
一
枚
を
収
め
よ
う
と

写
真
撮
影
に
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し

た
。
進
学
し
て
市
外
で
暮
ら
す
人
、

地
元
で
就
職
し
た
人
、
皆
が
一
堂
に

会
す
る
成
人
式
。
普
段
は
離
れ
て
生

活
す
る
友
人
ら
を
見
つ
け
る
と「
久

し
ぶ
り
だ
ね
」「
な
ん
だ
か
い
つ
も
と

雰
囲
気
違
う
ね
」
な
ど
と
満
面
の
笑

み
で
再
会
を
喜
び
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
栁
澤
市
長
が「
何
事

に
も
積
極
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
明

日
の
郷
土
を
築
く
原
動
力
と
な
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
ど
ん
な
に

時
代
が
変
わ
っ
て
も
、
互
い
に
助
け

合
い
、
支
え
合
い
、
思
い
合
う
心
で

豊
か
な
社
会
を
形
成
し
て
い
っ
て
ほ

し
い
。
こ
の
御
前
崎
市
で
育
ち
、
学

ん
だ
こ
と
に
誇
り
を
持
ち
、
今
後
の

人
生
を
着
実
に
歩
ん
で
く
だ
さ
い
」

と
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

新
成
人
を
代
表
し
て
、
黒
田
匡ま
さ
寛ひ
ろ

さ
ん（
東
町
）
と
伊
村
有あ
り
さ紗
さ
ん（
大

山
区
）が「
笑
顔
で
成
人
式
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
る
の
は
、
私
た
ち
を
支

え
て
く
れ
た
家
族
や
先
生
方
、
と
も

に
歩
ん
で
き
た
仲
間
た
ち
の
お
か
げ

で
す
。
感
謝
の
気
持
ち
と
、
ふ
る
さ

と
御
前
崎
市
で
生
ま
れ
育
っ
た
と
い

う
誇
り
、
そ
し
て
、
成
人
と
し
て
の

決
意
を
心
に
刻
み
、
こ
れ
か
ら
の
人

生
を
力
強
く
歩
ん
で
い
き
ま
す
」
と

誓
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

大
河
ド
ラ
マ「
お
ん
な
城
主 

直

虎
」
で
新
野
左
馬
助
公
役
を
演
じ
た

苅
谷
俊
介
さ
ん
と
、
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ

イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
銀
メ
ダ
リ
ス
ト

の
飯
塚
翔
太
さ
ん（
ミ
ズ
ノ
）か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

苅
谷
さ
ん
は「
迷
い
や
悩
み
か
ら
逃

げ
ず
に
前
に
進
む
の
が
人
生
。
忍
耐

力
を
身
に
つ
け
て
力
強
く
歩
ん
で
く

だ
さ
い
」、飯
塚
さ
ん
は「
今
ま
で
も
、

そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
、
未
来
を
決
め

る
の
は
自
分
だ
。
一
緒
に
前
に
進
も

う
！
」
と
新
成
人
に
応
援
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

門
出
を
祝
う
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こ
れ
か
ら
も
健
康
に
留
意
し

て
、
御
前
崎
市
を
愛
し
続
け
る
人

間
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
浜
岡
中
学
校
校
長

 

赤
堀　
建
夫

恩師の職名などは新成人が中学３年生当時のものです。

　

ぜ
ひ
、
御
前
崎
市
に
戻
っ
て
、

い
い
ま
ち
を
皆
さ
ん
で
築
い
て

い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
浜
岡
中
学
校
３
年
５
組
担
任

 

本
目　
顕
子

　

今
持
っ
て
い
る
夢
を
か
な
え

て
ほ
し
い
し
、
次
の
夢
を
追
い
続

け
ら
れ
る
大
人
に
な
っ
て
ほ
し

い
で
す
。

　
浜
岡
中
学
校
３
年
４
組
担
任

 

酒
井　
文
貴

　
ア
イ
デ
ア
豊
か
で
勢
い
あ
る
学

年
だ
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
い
い
人
生
を
歩

ん
で
く
だ
さ
い
。

　
浜
岡
中
学
校
３
年
３
組
担
任

 

駒
井　
輝
彦

　
皆
さ
ん
の
変
身
ぶ
り
を
見
て
驚

き
ま
し
た
。
今
日
会
え
て
よ
か
っ

た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
浜
岡
中
学
校
３
年
２
組
担
任

 

大
林　
晃
子

　
30
歳
の
自
分
に
向
け
て
書
い
た

手
紙
を
、
10
年
後
、
今
日
み
た
い

な
晴
れ
や
か
な
顔
で
受
け
取
っ
て

く
れ
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。

　
御
前
崎
中
学
校
３
年
２
組
担
任

 
井
指　
順
子

　
ご
成
人
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
成
人
の
集
い
で
た
く
さ
ん
話

し
ま
し
ょ
う
。

　
御
前
崎
中
学
校
校
長

 

杉
山　
茂

　
皆
さ
ん
の
成
長
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。

　
浜
岡
中
学
校
学
年
主
任

 

鈴
木　
康
彦

　
皆
さ
ん
と
の
３
年
間
を
、
心
の

中
に
お
い
て
が
ん
ば
っ
て
い
ま

す
。
一
緒
に
御
前
崎
市
を
盛
り
上

げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
浜
岡
中
学
校
３
年
６
組
担
任

 

山
口　
祐
輔

　
皆
さ
ん
は
、
私
に
と
っ
て
全
て

が
初
め
て
の
生
徒
。
こ
う
し
て
会

え
て
す
ご
く
う
れ
し
い
で
す
。

　
御
前
崎
中
学
校
３
年
４
組
担
任

 

西
村　
睦
美

　
こ
れ
か
ら
、
楽
し
い
こ
と
を
一

つ
ず
つ
積
み
重
ね
て
す
て
き
な
大

人
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
御
前
崎
中
学
校
３
年
５
組
担
任

 

高
村　
知
史

　
こ
れ
か
ら
の
人
生
が
す
ば
ら
し

い
も
の
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。

　
浜
岡
中
学
校
３
年
１
組
担
任

 

鈴
木　
寿
樹

１

２

３

１.�司会を務めた澤入太一
さん（白浜区）と佐藤弥
生さん（中町）

２.�苅谷さんや飯塚さんか
らの応援メッセージに
聞き入る新成人ら

３.�名前入りのちょうちん
など個性の光る小物も
見受けられた

恩師から新成人へ
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2
は た ち

0 歳の言
コ ト バ

葉
　新成人に家族への感謝や抱負、御前崎の好きなところなど
20歳になった今、伝えたい言葉をメッセージボードに書いて
もらいました。
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東遠 ロビー

東遠 待合室

近
隣
の
火
葬
場
で
は

掛
川
市
と
菊
川
市
で
運
営
し
て
い

る
火
葬
場「
東
遠
地
区
聖
苑
」（
平
成

25
年
完
成
）
は
、
高
齢
者
を
は
じ
め

女
性
や
小
さ
な
子
ど
も
、
障
が
い
者

に
も
十
分
配
慮
さ
れ
た
施
設
と
な
っ

て
い
ま
す
。

自
然
光
を
多
く
取
り
入
れ
た
ゆ
と

り
の
あ
る
空
間
は
、
故
人
の
遺
徳
を

し
の
ぶ
場
に
ふ
さ
わ
し
い
施
設
と
な

る
よ
う
設
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

明
る
く
開
放
的
な
ロ
ビ
ー
と
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
が
確
保
さ
れ
た
告
別
室
、

厳
か
な
収
骨
室
、
多
目
的
ト
イ
レ
や

授
乳
室
・
キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
も
備
え
て

い
ま
す
。

牧
之
原
市
と
共
同
運
営
し
て
い
る
火
葬
場「
南
遠
地
区
聖
苑
」は
、
昭
和
56
年
に
建
設

し
た
も
の
で
、
35
年
が
経
過
し
て
い
ま
す
。
老
朽
化
し
た
施
設
を
建
て
替
え
る
た
め
、

本
市
は
単
独
で
火
葬
場
の
整
備
に
向
け
た
基
本
構
想
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

�

問
い
合
わ
せ　
環
境
課　
☎
０
５
３
７
�
１
１
６
２

東遠 告別室

南遠 炉前ホール

南遠 待合室

南遠 渡り廊下

東遠 収骨室

南
遠
地
区
聖
苑
の
現
状

現
在
の
火
葬
場
は
、
火
葬
棟
と
待

合
棟
が
離
れ
て
い
る
た
め
、
室
外
の

渡
り
廊
下
を
30
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
歩
い

て
移
動
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

待
合
棟
の
待
合
室
の
椅
子
は
ベ
ン
チ

に
座
布
団
が
敷
か
れ
た
古
め
か
し
い

も
の
で
、２
階
へ
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
も

な
く
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
へ
の
配

慮
が
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

火
葬
棟
に
は
風
除
室
が
な
い
た

め
、
真
冬
は
寒
さ
を
我
慢
し
な
が
ら

故
人
と
の
お
別
れ
を
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
炉
前
ホ
ー
ル
も
個
別
に

仕
切
ら
れ
て
お
ら
ず
、
遺
族
の
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
が
確
保
さ
れ
て
い
な
い
の

が
現
状
で
す
。

な
ぜ
火
葬
場
は
必
要
か

故
人
と
の
最
後
の
お
別
れ
を
す
る

場
が
火
葬
場
で
す
。
そ
こ
は
愛
す
る

家
族
や
地
域
の
た
め
に
尽
く
し
て
く

れ
た
故
人
に
、あ
ら
た
め
て
感
謝
し
、

そ
の
死
を
受
け
入
れ
る
た
め
の
厳
粛

な
場
所
で
す
。

火
葬
場
整
備
に
は
多
額
の
事
業
費

が
か
か
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
建

設
を
取
り
や
め
た
り
、
先
送
り
で
き

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
現
状
と

将
来
を
見
据
え
た
中
で
、
こ
の
ま
ち

の
規
模
に
応
じ
た
火
葬
場
を
つ
く
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

こ
の
世
に
生
を
受
け
た
私
た
ち
が

必
ず
最
後
に
お
世
話
に
な
る
施
設

「
火
葬
場
」は
、
市
内
の
ど
こ
か
に
建

設
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

Ⅱ

火
葬
場
整
備
を
考
え
る
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高齢者の安全を見守る
市は高齢者の安全、安心を確保するため12月22
日、株式会社セブン－イレブン・ジャパンと高齢者
見守りネットワーク活動に関する協定を締結しまし
た。この協定により、高齢者を見守り、異変を発見
した際に迅速な対応ができる体制が強化されます。

比木地区で第２層協議体発足
市内で２番目となる比木地区協議体の発足式が１
月22日、比木公民館で開かれました。協議体の発
足により、地区での高齢者の生きがいづくりや生活
支援など、住みやすい環境づくりが進むことが期待
されます。

曽根そめさんの長寿を祝う
１月18日に１００歳の誕生日を迎えた曽根そめ
さん（女岩区）を１月16日、鴨川副市長が訪ね、祝
い状や花束を贈り長寿を祝いました。海藻類の行商
で家族を支えてきたそめさんは「今、かわいがって
もらえるのが一番の幸せ」と笑顔で話しました。

健康教育小学生から始めよう
浜松医科大学地域家庭医療学講座が主催する小学
校健康教育プロジェクトが１月12日、第一小学校
で開かれ、５年生１０２人が参加しました。児童ら
は、講師の医学生からスマートフォンやゲームの睡
眠への影響や健康的な利用方法を教わりました。

つゆひかりを県庁でＰＲ
市は御前崎茶を広くＰＲするため、県庁の２階ロ
ビーに設置されている給茶機で、１月15日から26
日まで御前崎茶「つゆひかり」を振る舞いました。15
日には、茶娘が来庁者をお茶でもてなし、つゆひか
りのまろやかな味わいを宣伝しました。

子どもの成長を皆で支援する
スクラムスクール運営協議会が１月11日、市役
所で開かれ、地域の人や保護者、学校代表者約70
人が参加しました。子どもが能力を発揮する上で、
規則正しい生活習慣が何より重要ではないかと、「早
寝・早起き・朝ご飯」の大切さなどを話し合いました。
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市振興公社主催のバブルサッカー大会がＢ＆Ｇ海洋
センターの体育館で開かれ、７チーム44人が参加しま
した。バブルサッカーはバブルと呼ばれるビニール製
の球体を身に付け、お互いに押し合いながらサッカー
をするスポーツで、参加者は「ぶつかってはねる瞬間
が楽しい」と新感覚のスポーツを楽しみました。

バブルでストレス飛ばそう

◀ボールを追ってバブルを押し合う参加者

１/14

第13回御前崎市駅伝大会が開催され、市内外から
過去最多となる96チームが参加しました。選手らは
練習の成果を出し切り、７区間19.2㌔を思いを込めた
タスキでつなぎました。
【総合順位】　１位：佐倉ＡＣ　２位：中部電力浜岡
チームA　３位：受験生

タスキと思いつないで力走

◀浜岡総合運動場から一斉にスタートを切る選手ら

１/28

社会福祉法人一
いち
羊
よう
会
かい
の栗林均

ひとし
理事長を講師に迎え、

第７回子育てハッピー講演会が浜岡福祉会館で開か
れ、市民ら35人が参加しました。栗林さんは「子ども
達との良い関わりのために」を演題に、障がいがある
子どもらの支援活動で得た経験や思い、子どもとのよ
り良い接し方などについて講演しました。

子どもに寄り添う子育てを

◀伝わりやすいようイラストなどを交えて講演した

１/27

新野左馬助公展示館が開館１周年を記念して、リ
ニューアルオープンしました。大河ドラマ「おんな城
主 直虎」で左馬助公役を演じた苅谷俊介さん直筆の記
念書パネルの展示や、左馬助公の里紹介ムービーの放
映コーナー、地域の歴史を学ぶことができる新野の古
代史展示コーナーなどが新設されました。

改装オープンで魅力を拡充

◀地元の出土品を興味深そうに眺める来館者

１/27
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まちかど探訪
-Event of omaezaki-

第14回おまえざきソフトボール講習会が浜岡球場
で開催され、県内の小中学生や高校生約２２０人が参
加しました。北京オリンピック金メダリストや市出身
のジャイアンツアカデミーコーチ松下舞子さんらが、
送球や捕球のこつなどを指導しました。参加者は、指
導者のアドバイスを熱心に聞き、練習に励みました。

こつをつかんで実力アップ

◀捕球の基本姿勢やこつを間近で教わる

１/27

新春の書き初め大会が白羽小学校で実施され、１・２
年生は硬筆習字、３～６年生は毛筆習字に挑みました。
児童らは、「ふじの山」や「春を望む」など学年ごとの題
を、とめやはね、字のバランスに注意しながら書き上
げました。授業や冬休みの練習の成果を発揮しようと
一筆一筆集中して筆を走らせました。

新年の願い込めて書き初め

◀姿勢を正し、筆を運ぶ児童

１/10

全国で本年初となる生ガツオが水揚げされ、初競り
が御前崎漁港で実施されました。南駿河湾漁協所属の
「第11福栄丸」が、１月13日に八丈島沖で一本釣りで釣
り上げたカツオ約９トンとキハダマグロ約４トンを載
せて入港しました。初競りでの最高値は１キロ当たり
２５００円と例年の２倍以上の値がつきました。

おいしい生ガツオを全国へ

◀水揚げされた生ガツオがずらりと並ぶ漁港

１/15

多文化共生への理解を深めてもらおうと、小学生を
対象に「世界の文化と暮らしの教室」が市立図書館アス
パルで開かれ、親子約30人が参加しました。アメリ
カ出身の県国際交流員エヴァンさんが講師を務め、日
米の文化や学校生活などの違いを紹介したり、アメリ
カの遊びを通じて交流しました。

小学生が世界の文化を学ぶ

◀アメリカについてスライドで紹介

１/27
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No.26

照　会　社会教育課　☎０５３７�８７３５
　　　　　　「おんな城主 直虎」
応援プロジェクト
大河ドラマ

新野左馬助親矩
特別編

明治維新の偉人 関口隆
た か

吉
よ し

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
や
津
波

に
よ
る
原
子
力
災
害
を
想
定
し
た

総
合
防
災
訓
練
が
、
12
月
７
、８

日
に
実
施
さ
れ
、
浜
岡
原
子
力
発

電
所
員
約
５
６
０
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

今
回
の
訓
練
は
、
地
震
災
害
と

原
子
力
災
害
が
同
時
に
発
生
し

た
場
合
に
も
、
緊
急
事
態
対
策
組

織
が
機
能
す
る
か
の
確
認
や
要

員
の
判
断
能
力
向
上
を
目
的
と

し
て
中
部
電
力
㈱
全
社
で
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

浜
岡
原
子
力
発
電
所
の
訓
練
で

は
、
発
電
所
の
状
態
や
放
射
線
の

外
部
へ
の
影
響
な
ど
の
情
報
を
収

集
す
る
と
と
も
に
、
名
古
屋
市
に

あ
る
本
店
と
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ

ム
を
通
じ
て
、
情
報
連
携
を
確
認

し
ま
し
た
。

中
央
制
御
室
を
模
擬
し
た
シ

ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
施
設
で
は
、
原
子

炉
の
状
況
を
新
緊
急
時
対
策
所
へ

情
報
伝
達
す
る
訓
練
、
屋
外
で

は
、
ポ
ン
プ
車
な
ど
の
可
搬
型
注

水
設
備
の
操
作
訓
練
や
ホ
ー
ス
ブ

リ
ッ
ジ
の
設
置
訓
練
、
放
射
線
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
に
用
い
る
マ
ル
チ
コ

プ
タ
ー
の
操
作
訓
練
な
ど
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

訓
練
が
実
施
さ
れ
た
新
緊
急
時

対
策
所
は
、
平
成
29
年
３
月
に
建

物
部
分
が
完
成
し
、
従
来
の
建
物

と
比
べ
耐
震
性
や
電
源
機
能
、
放

射
線
の
遮
へ
い
性
な
ど
が
強
化
さ

れ
て
い
ま
す
。

耐
震
構
造
の
新
緊
急
時
対
策
所
で

　
　
原
子
力
災
害
を
想
定
し
た

�

中
部
電
力
㈱
の
防
災
訓
練

▲本部運営訓練の様子（新緊急時対策所）

▲洞月院（菊川市加茂長池：関口隆吉の顕彰碑がある）

▲関口隆吉肖像画
　（池宮神社蔵：榑林靖男氏画）

▲関口隆吉の顕彰碑
　（明治25年１月建立）

初代静岡県知事である関口隆吉は、御前崎市に
とって大変ゆかりのある人物である。

この関口家は今川家の一門で、新野家と並ぶ家格
の一族であった。関口家には刑

ぎょうぶ
部少

しょうゆう
輔氏純（親永）

という人物がおり、彼の娘（築山殿）と徳川家康が結
婚し、嫡子信康が生まれている。氏純は、永禄５年

（1562年）に氏真に切腹を命じられるが、その子孫
が与

よ
力
りき

として江戸幕府に仕えた。
隆吉の父隆船は、桜ヶ池の池宮神社宮司佐倉家の

出身で、幕臣大
おお

草
くさ

主
しゅ

膳
ぜん

の家臣である関口家に天
てん

保
ぽう

４年（1833年）婿入りし、幕府御
おん

持
もち

弓
ゆみ

与力となった。
隆吉は、次男として生まれ、嘉

か
永
えい

５年（1852年）に
家督を相続している。

隆吉は、明治になって徳川慶喜に従い駿府に移り、
その後、月岡（現菊川市）に移住し、新番組３００余
人の士族を指導して牧之原の開拓を行った。月岡の
洞月院には隆吉の顕彰碑があり、また、桜ヶ池の池
宮神社には徳川慶喜の揮

き
毫
ごう

した扁
へん

額
がく
（御前崎市指定

文化財）が伝えられている。

OMAEZAKI 10



思いやりのある学校へ

「こころざし　高く
　　～りりしく　たくましく～」

浜岡中学校２年２組

榑
くればやし

林 奨
しょう

 さん

僕たち浜岡中では、「思考～
相手を思いやる～」を生徒会
目標にして、浜中生一人一人
が相手のことを思いやること
ができる学校にしようと努力
しています。

この目標達成のために、特
にＪＡＦ（時間・あいさつ・
服装）を守ることに力を入れ
て取り組んでいます。ＪＡＦ
を意識することは、とても当
たり前のことかもしれません
が、学校という集団生活にお
いて、お互いに気持ち良く生
活するために必要なもので、

相手を思いやることにつなが
ります。

また、生徒会で、ＪＡＦに
対しての意識を高められるよ
うに、「気持ち」をキーワード
にして新たなキャッチフレー
ズを考えました。それは、「気
持ちをそろえる時間」、「気持
ちを伝えるあいさつ」、「気持
ちを正す服装」です。形だけ
の行動ではなく、このような
内面の「気持ち」を大切にした
ＪＡＦを行い、さらに思いや
りであふれる浜岡中にしてい
きます。

　本校は昭和45年４月１日、
御前崎中学校、白羽中学校、
地頭方中学校の３校が統合
し、学校組合立御前崎中学校
となり、本年で48年目の歴
史を刻みます。前身の御前崎
町立御前崎中学校の時から始
まった長野県王滝中学校との
交流は、ＰＴＡの交流にまで
広がり、今年で55年目を数
えます。生徒、保護者、祖父
母の３世代にわたる交流によ
り、御前崎と王滝は強い絆と
信頼で結ばれています。
　また、20数年前、当時の生

徒会の発案によりスタート
した本校自慢の伝統行事「亀
バックホームスクラム大作
戦」（４月末に行われる全校海
岸清掃）には、今年度から御
前崎小、白羽小も加わり、さ
らに地域のみなさんや企業の
協力もいただき、約１０００
人が参加する一大行事となり
ました。
　学習や部活動はもちろん、

「地域に自慢できる」「地域の
大きな力になる」ことを目標
に、生徒たちは毎日頑張って
います。

▶御前崎中学校
　生徒数　３７５人
　校　長　松林義樹
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すずき　まさたか（中町・16）
掛川特別支援学校高等部１年。剣舞
歴は10年。日本壮心流で「剣武道初
段」の腕前。

鈴
す ず

木
き

 将
ま さ

貴
た か

 さん

剣
けん

舞
ぶ

と出会い飛躍を遂げる

障
が
い
に
負
け
な
い
た
め
に

鈴
木
将
貴
さ
ん
は
、
ダ
ウ
ン
症

候
群（
ダ
ウ
ン
症
）と
呼
ば
れ
る
遺

伝
子
的
な
先
天
性
疾
患
を
持
っ
て

生
ま
れ
た
。ダ
ウ
ン
症
は
身
体
的
、

知
的
発
達
の
遅
れ
が
主
な
症
状

だ
。
ダ
ウ
ン
症
の
将
貴
さ
ん
が
剣

舞
を
始
め
て
10
年
。き
っ
か
け
は
、

母
の
美
江
子
さ
ん
が
目
に
留
め
た

剣
舞
体
験
講
座
の
記
事
。
そ
れ
ま

で
も
和
太
鼓
や
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ

ン
ス
な
ど
を
習
っ
て
い
た
が
、
全

て
障
が
い
者
対
象
の
教
室
。
美
江

子
さ
ん
は「
い
つ
か
は
社
会
に
出

て
１
人
で
生
き
て
い
く
こ
と
に
な

る
。
そ
の
た
め
の
力
を
つ
け
て
ほ

し
い
」と
願
い
、
連
絡
を
取
っ
た
。

道
場
の
杉
山
景け
い

星せ
い

師
範
が「
本
人

の
や
る
気
次
第
」
と
快
諾
し
て
く

れ
た
こ
と
が
決
め
手
と
な
り
、
剣

舞
へ
の
挑
戦
が
始
ま
っ
た
。

剣
舞
で
培
っ
た
も
の

剣
舞
と
は
、
詩
吟
に
合
わ
せ
刀

や
扇
子
で
詩
の
情
緒
を
表
現
す
る

伝
統
芸
能
。
ダ
ウ
ン
症
に
よ
り
身

体
が
未
成
熟
だ
っ
た
た
め
、
初
め

は
刀
を
き
ち
っ
と
止
め
る
動
作
や

ジ
ャ
ン
プ
着
地
時
に
バ
ラ
ン
ス
を

保
つ
こ
と
が
難
し
か
っ
た
将
貴
さ

ん
。
し
か
し
、
稽
古
の
積
み
重
ね

で
身
体
が
鍛
え
ら
れ
、
今
で
は

ジ
ャ
ン
プ
や
刀
を
振
る
い
な
が
ら

発
す
る
気
合
の
掛
け
声
が
最
も
楽

し
い
瞬
間
だ
と
い
う
。

剣
舞
を
続
け
て
身
に
付
い
た
の

は
技
術
や
筋
力
だ
け
で
は
な
い
。

礼
節
を
重
ん
じ
る
伝
統
芸
能
の
世

界
に
身
を
置
き
、
礼
儀
正
し
さ
も

学
ん
だ
。
中
学
校
で
は
、
と
て
も

き
れ
い
に
お
辞
儀
が
で
き
る
生
徒

だ
と
、
卒
業
式
の
卒
業
証
書
授
与

の
代
表
に
選
ば
れ
た
。

一
筋
に
打
ち
込
み
初
段
に

「
注
目
さ
れ
る
こ
と
が
好
き
」と

話
す
将
貴
さ
ん
に
剣
舞
は
ぴ
っ
た

り
だ
っ
た
。
観
客
の
視
線
全
て
が

自
分
に
集
ま
る
気
持
ち
よ
さ
を
励

み
に
、５
級
か
ら
始
ま
る
級
位
を

こ
つ
こ
つ
と
昇
り
、
平
成
29
年
12

月
に
は
初
段
に
合
格
し
た
。
今
は

よ
り
一
層
の
向
上
心
を
持
っ
て
稽

古
に
励
み
、
目
指
す
は
３
段
。
将

貴
さ
ん
が
所
属
す
る
日
本
壮
心
流

で
は
３
段
に
昇
段
す
る
と
雅が

号ご
う

（
剣
武
道
家
と
し
て
の
名
前
）を
も

ら
え
る
。
将
貴
さ
ん
は「
い
つ
か

名
前
を
も
ら
い
た
い
」
と
夢
を
語

り
、
師
範
も
応
援
し
て
い
る
。

何
か
一
つ
、
夢
中
で
取
り
組
め

る
も
の
が
見
つ
か
れ
ば
、
ハ
ー
ド

ル
を
乗
り
越
え
輝
け
る
。
そ
ん
な

姿
を
見
せ
る
将
貴
さ
ん
は
多
く
の

人
の
希
望
と
な
る
だ
ろ
う
。
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Omaezaki City Information

01 平成29年火災・救急・救助出動状況～不注意による火災が増加～

問い合わせ　市消防本部・消防署　☎０５３７�２１１９

市消防本部は、市内で平成29年中に発生した火災・救急・救助の概要を取りまとめました。
火災は前年より１件増え、15件発生しました。内訳は、建物火災が６件（１件減）、車両火災が２件（２件増）、
枯れ草火災などのその他の火災が７件（増減なし）です。主な出火原因は、火気取り扱いの不注意が約半数を占
めています。
救急出動件数は１２７５件で、搬送人員は１１８４人となります。そのうち軽傷者が４０１人と約３割を占
めています。救急車を本当に必要としている人のために「救急車の適正利用」をお願いします。
救助出動件数は22件で、昨年度に比べ７件増えています。中でも増加したのが交通救助で、前年の約２倍の
13件となる一方、水難事故が半数の２件となりました。
◇火災種別出動状況� （単位：件）

区　分 平成28年 平成29年 増　減
建　物 ７ ６ －１
林　野 ０ ０ 0
車　両 ０ ２ ２
船　舶 ０ ０ 0
その他 ７ ７ ０
合　計 14 15 １

◇救助出動状況� （単位：件）
区分 平成28年 平成29年 増　減
火災 2 1 －1

交通事故 ７ 13 ６
水難事故 ３ 2 －１
自然災害 0 0 0
機械事故 0 2 2

ガスおよび酸欠 0 0 0
その他 3 4 1
合計 15 22 7

◇交付会場一覧（お住まいの地区によって申請日時・会場が異なりますので、ご注意ください。）

地　区 日　程 時　間 会　場
御 前 崎 地 区 ３月16日（金） 9:00 ～ 12:00 御前崎市文化会館白 羽 地 区 ３月16日（金） 13:00 ～ 16:00
新 野 地 区 ３月19日（月） 9:00 ～ 11:30 新野公民館
高 松 地 区 ３月19日（月） 13:30 ～ 16:00 高松公民館
朝 比 奈 地 区 ３月20日（火） 9:00 ～ 11:30 朝比奈公民館
比 木 地 区 ３月20日（火） 13:30 ～ 16:00 比木公民館

池 新 田 地 区 ３月22日（木） 9:00 ～ 12:00
13:00 ～ 16:30

市役所西側
研修センター（102会議室）

佐 倉 地 区 ３月23日（金） 9:00 ～ 12:00 佐倉公民館
�

02 福祉タクシー利用券を交付します

問い合わせ　福祉課　☎０５３７�１１２１

　市では、高齢者や障がい者などの社会参加の促進を
目的として、福祉タクシー利用券を交付しています。
対象者は、交付会場で申請してください。
　交付日以降は、浜岡地区の人は市役所福祉課、御前
崎地区の人は御前崎支所で交付します。
◆対象者
　平成30年４月１日現在、市内に住所があり、次の
いずれかに該当する人
・満75歳以上の人

・要介護または要支援の認定を受けている人
・障害者手帳（身体１級～３級、療育、精神）をお持ちの人
※ただし、①自動車の運転免許証をお持ちの人②市税
などに滞納がある人③特別養護老人ホームに入所し
ている人は対象外となります。
◆持ち物
・対象者の認め印
・対象者と申請に来た人の本人確認ができるもの（保
険証、障害者手帳、運転経歴証明書など）
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人　口 33,161（－31）
男　 16,832（－26）
女　 16,329 （－５）

世帯数 12,099 （＋９）

（平成30年１月末日現在の速報値）

平成30年御前崎市成人式
が１月７日、 市 民 会 館 で 開
かれました。今回の対象者
は、昨年より約40人少ない
３３９人。そのうち２５１人
が式典に参加しました。

式典の中で、中学校時代の
恩師が応援の言葉を伝える
と、新成人らは希望に胸をふ
くらませました。

皆さん、１月31日の皆既月
食はご覧になりましたか？

皆既月食は月が地球の影に
隠れたとき、赤く見えること
からブラッドムーンと呼ばれ
ます。月が一番大きく見える
スーパームーン。１カ月で２
回目の満月であるブルームー
ン。今回は３つも重なる珍し
いものでした。

22時。これを収めようと
撮影に挑み、寒さに凍えたの
は言うまでもありません…。
赤く光る月はとても神秘的で
した。次回のスーパーブルー
ブラッドムーンはいつ？ Ｔ

電柱上にカラスの巣�
を見つけたら連絡を
　春になると、カラスが電柱に巣
を作ります。巣の中には針金など
の金属も入っており「停電」の原因
となります。
　電柱の上にカラスの巣を発見し
たら、照会先までご連絡ください。
照　会　中部電力（株）掛川営業所
　☎０１２０（９８５）２３２

防霜ファンは使用前に
必ず回転の確認を
　大切な茶園を守るため、防霜フ
ァンを使用する前には、施設の点
検と試運転をし、ファンの回転確
認をしましょう。万一、異常を発
見した場合は、直ちにメーカー、
電気工事店、お近くの中部電力へ
ご連絡をお願いします。
照　会　中部電力（株）掛川営業所
　☎０１２０（９８５）２３２

募　集 
invite information

市こども未来課�
臨時職員募集
　妊娠期から子育て期まで切れ
目のない支援をする、子育て世代
包括支援センターで働いてみま
せんか。
受験資格　保健師の資格を持つ人
募集人員　１人
職務先　　こども未来課（市役所

西館内）
職務内容　母子手帳交付、窓口・

電話相談、家庭訪問、支援プラ
ン作成など
申込期限　３月９日㈮
採用時期　平成30年４月１日
照　会　こども未来課母子保健係
　☎０５３７�６６６６

市ホームページに掲載
するバナー広告を募集
掲載場所　市ホームページ
　　　　　トップページ下段
料　金　市内業者…月額5000円
　　　　市外業者…月額１万円
掲載期間　平成30年４月１日～
 平成31年３月31日
申込期限　３月９日㈮
申込方法　市ホームページのトッ

プページ下段にある「広告募集」
のページから申込書をダウンロ
ードし、必要事項を記入の上、
添付書類とともに提出
照　会　総務課
　☎０５３７�１１３２

青年国際交流事業に参
加しませんか？
　内閣府は、国際的視野を養い、
さまざまな分野で活躍できる青年
の育成を目指して、「内閣府青年国
際交流事業」を実施しています。
募集事業　全６事業
内　容　外国訪問や船内共同生活

などの体験を通じて各国の青年
と交流し、国際協調の精神など
を養う
応募期限　３月19日㈪必着
応募方法　参加申込書、作文、健

康診断書を郵送（送付先：〒
420-8601　静岡市葵区追手町
９番６号　静岡県教育委員会社
会教育課）
応募要項・参加申込書　市社会教

育課、県社会教育課の窓口およ
び内閣府青年国際交流ホームペ
ージから入手可能
照　会　市社会教育課
　☎０５３７�８７３５
　県教育委員会社会教育課
　☎０５４（２２１）３３０５
　内閣府青年国際交流担当室
　☎０３（６２５７）１４３４
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お知らせ 
information

子ども医療費受給者証
が新しくなります
　４月１日からの新しい受給者証

（黄色）を、３月中に郵送します。受
診の際は、受給者証を保険証と一緒
に医療機関などへ提示してくださ
い。提示しなかった場合は助成を受
けられないため、ご注意ください。
照　会　こども未来課
　☎０５３７�１１２０

３月11日は津波避難�
訓練に参加しましょう
　津波避難の習熟を図るととも
に、成果や課題を整理し、今後の
取り組みに生かしていくことを目
的に、沿岸地域で津波避難訓練を
実施します。訓練へのご理解と積
極的な参加をお願いします。
※訓練当日は、訓練地震発生と訓

練大津波警報発令のサイレン・
同報無線による音声が、市内全
域で流れます。
日　時　３月11日㈰10時～12時
対象地域　池新田、高松、佐倉、

御前崎、白羽地区
※静岡県第４次地震被害想定の浸

水域を参考に設定しています。
照　会　危機管理課
　☎０５３７�１１１９

アスパルの本を�
リサイクルします
　図書館アスパルで不要になった
本を、ご家庭で再利用していただ
くため「リサイクルブックフェア」
を実施します。
日　時　３月10日㈯市民限定
　　　　３月11日㈰参加制限なし
　　　　９時～16時45分

場　所　図書館アスパル
持ち物　本の持ち帰り用の袋など
照　会　市立図書館アスパル
　☎０５３７�８１８１

動物慰霊祭が�
開催されます
　市動物保護協会では、これまで
の動物の諸霊を供養するため、動
物慰霊祭を開催します。かわいが
っていた動物を亡くされた飼い主
さんも、ご参列ください。
日　時　３月７日㈬13時30分～
場　所　正福寺（比木3161）
照　会　環境課
　☎０５３７�１１６２

不動産の相続登記は�
お済みですか
　近年、相続登記が未了のまま放
置されることにより、所有者不明
の土地や空き家が大きな社会問題
となっています。自分の権利を大
切にするとともに、次世代の子ど
もたちのために、未来につなぐ相
続登記をしましょう。
相談窓口
○静岡地方法務局掛川支局
　☎０５３７�５５３８（予約制）
○静岡県司法書士会「司法書士総

合相談センターしずおか」
　☎０５４（２８９）３７０４
　（受付日時：㈪～㈮14時～17時）
○静岡県土地家屋調査士会
　☎０５４（２８２）０９１０
照　会　税務課
　☎０５３７�１１１４
　市民課
　☎０５３７�１１１７

ひとり親家庭に小学校
入学お祝い金を交付
　ひとり親家庭の児童の健やかな

成長を願い、小学校入学をお祝い
します。
　市外の幼稚園・保育園・こども
園へ在園している児童を扶養して
いる保護者は、下記へお申し込み
ください。
※市内の園に在園しているご家庭

は、園から申し込みをいただい
ています。
対　象　市在住のひとり親家庭

で、平成30年度に小学校入学
予定の児童
申込期限　２月28日㈬
申込場所　ふれあい福祉センター
「なごみ」
持ち物　ひとり親世帯であること

が分かるもの（児童扶養手当証
書・母子医療受給者証など）
交付予定日　３月15日㈭～28日㈬
照　会　市社会福祉協議会
　☎０５４８�５２９４

障害者就職面接会�
を開催します
日　時　２月28日㈬14時45分～

16時30分（受付：14時15分～）
場　所　掛川市生涯学習センター
内　容　就職希望の障がい者と企

業との個別相談・面接
※詳細はお問い合わせください。
照　会　ハローワーク掛川
　☎０５３７�４１８５

教育ローン利子�
補給制度のお知らせ
募集期間　３月30日㈮まで
対　象　市内在住で〈ろうきん〉教

育ローンを利用する人
利子補給（融資）対象額　２００万
利子補給期間　５年間（返済期間

10年、据置５年）
※詳細はお問い合わせください。
照　会　〈ろうきん〉小笠支店
　☎０５３７�７１１１
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カボチャ   １/６個
赤パプリカ   １個
タマネギ   １個
エリンギ  ２パック（200㌘）
オリーブオイル   大さじ１
プルーン   ６個
Ａ白ワイン（または酒）

   大さじ１
Ａ塩   小さじ１
Ａこしょう   少々

材料（６人分）

▶１人分=104kcal

1カボチャは種を取る。赤パプリカ
はヘタと種を取る。
2タマネギとエリンギ、カボチャ、

赤パプリカを一口大に切る。
3鍋にオリーブオイルを熱し、2を

炒める。全体に油が回ったら、小
さく刻んだプルーンとＡを加え、
煮立ったらふたをして中火で15
分煮る。焦げそうなときは途中で
水を少量加える。
4火が通ったら出来上がり。白いカポナータ

２
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き

乃
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ちゃん２歳
（下朝比奈）

小
こ

川
がわ

ひかりちゃん１歳
（東町）

山
やま

本
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誉
ほ ま れ

礼くん２歳
（桜ヶ池）

鈴
すず

木
き

 柊
しゅう

くん３歳
（下朝比奈）

笹
ささ

尾
お

成
な る き

希くん１歳
（東町）

岩
いわ

倉
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誠
せい

志
し

朗
ろう

くん１歳
（大山）

鈴
すず

木
き

楓
ふう

花
か

ちゃん１歳
（本町）

かわいい笑顔を募集します。

対 象： ４ 月 生 ま れ の １ 歳 ～ 

３歳児で、本コーナーへ掲載

されたことのない子

申込期間：３月５日㈪、６日

㈫の２日間、８時15
分～17時

（最大８枠。先着順
）

◆申込先：市役所総務課

  ☎０５３７�１１３２

普段の食事に

“野菜プラス 1
皿”

このコーナーはケーブルテレビでも放送されます。

松
まつ

下
した

すみれちゃん３歳
（大山）
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